
平成32年国勢調査第１次試験調査の概要（案）

平成32年国勢調査実施計画の⽴案に当たり、調査環境の変化に対し的確に対応するための調査⽅
法等必要な事項を実地に検証し、実施計画の策定に必要な基礎資料を得ることを⽬的とする。

Ⅰ 調査の⽬的

○ 調査期⽇ 平成29年７⽉13⽇（⽊）
○ 調査対象 ８都道府県16市区町 384調査区（１市区町あたり24調査区）

調査⽇現在、対象調査区に常住するすべての⼈・世帯(約20,000世帯)
※調査区の選定にあたっては、後置番号４、８の調査区は除外する。
※後述の調査⽅法については調査区ごと、調査票については市区町ごとに設定する。

○ 調査の流れ

○ 調査⽅法
第１次試験調査においては、次の２通りの⽅法により調査を実施する。

⼆段階配布⽅式においては、調査書類の配布時点でオンライン回答⽤IDのみ配布し、調査期⽇の直前に調
査票等を配布する。⼀⽅、同時配布⽅式においては、調査書類の配布時点でオンライン回答⽤ID、調査票等
をすべて配布する。

○ 調査票
調査票は、「住宅の床⾯積の合計」の有無によって甲・⼄２種類を⽤意し記⼊状況を検証する。

（調査票甲：20項⽬、調査票⼄：19項⽬）

Ⅱ 調査の概要

総務省 都道府県 市区町 調査員 世帯

 調査⽅法の検証：「⼆段階配布⽅式」及び「同時配布⽅式」の調査⽅法の違いによる世帯の回答状況
の分析

 調査事項の検証：調査事項（「教育」における⼩学校・中学校の分離、「住宅の床⾯積の合計」）の
記⼊状況、世帯アンケート結果を踏まえた調査事項の記⼊意識に係る分析

試験調査の実施状況を踏まえ、「平成32年国勢調査有識者会議」等において調査⽅法等の検討を⾏う。

Ⅲ 主な検証事項と結果利⽤

資料４



Ⅰ 『調査区要図』の作成等

Ⅱ オンライン回答⽤IDの配布
（6/30〜7/4）

平成32年国勢調査第１次試験調査 調査の流れ（案）
⼆段階配布⽅式

《当初回収期間における提出期限》：7/19

Ⅳ 回答状況の伝達(7/20〜7/26）

同時配布⽅式

Ⅲ 調査票（紙）の配布
（7/10〜7/12）

Ⅰ 『調査区要図』の作成等

Ⅱ 調査票、オンライン回答⽤ID
の配布（6/30〜7/4）

Ⅴ 調査票の提出状況確認と回収（7/25〜8/6）

Ⅱ 『確認状』の配布
（7/10〜7/12）

Ⅵ 調査票の未提出世帯からの回収、
聞き取り調査（8/2〜8/6）

オンライン回答受付期間
（6/30〜7/19）

郵送提出期間
（7/10〜7/19）

オンライン回答受付期間
（6/30〜7/19）

郵送提出期間
（7/10〜7/19）

【 調 査 期 ⽇ 】 ： ７ ⽉ １ ３ ⽇ ( ⽊ )

調査員回収期間
（7/25〜8/6）

Ⅶ 調査票の検査・整理、市区町への提出(8/7〜8/9）


